
法学部堤克彦ゼミナール（克心会）創設 50 周年記念 

演奏会・総会・懇親会報告 

５月１日(日)に 50 名を超える克心会員やご家族、堤先生と交流のある弁護士

の皆様がホテル日航福岡新館２階?ラ・メール?に参集しました。前日、先生は

大宰府ゴルフ倶楽部場で親睦ゴルフを 11 名と楽しまれました。優勝は一瀬

氏、堤先生は６位でした。お見事です。 

まず橋富会長の挨拶で式典が幕を開け、堤先生の定番の挨拶後、第一部の記念

演奏会です。大塚茜さんのフルートと金益研ニさんのピアノでクラッシックや

映画音楽が演奏され、参加者は音楽の調べを堪能しました。大塚茜さんは大塚

隆治さんのお嬢さんで、ご夫妻で今回の演奏会に尽力いただきました。茜さん

は高校時代から克心会で２回、演奏していただきました。演奏者のお二人には

２度の延期もありご迷惑をおかけいたしました。映画?ひまわり?のテーマが演

奏されました。この映画は舞台がウクライナということもあり、参加者はウク

ライナとロシアの平和的な解決を願い黙祷を捧げました。二部の総会では、安

藤から 2019 年度から 2021 年度の活動報告、決算報告、会則改正、2022 年度の

活動目標、役員が報告・説明し、追認・承認されました。次いで、記念募金、

記念誌の発行状況について報告と依頼を行いました。中野哲之幹事の挨拶で第

三部の懇親会がスタート、朝長さんから会員や大学同窓会長からの祝電、ゼミ

に在籍されたチューリップの財津和夫氏のメッセージが披露されました。光安

代表幹事の音頭で乾杯を行い、ホテル日航のコース料理に舌鼓を打ちました。 

花の名前のついたテーブルで楽しき会話や写真撮影が繰り広げられました。食

事をしながら、堤先生への寄書を書いたり和気藹々の交わりの展開です。今回

の創設 50 周年記念行事はそもそも 2021 年に開催予定が、感染症の関係で３度

も延期となり４度目の正直？であり、皆さん、開催を待ち望んでおられまし

た。石田さんの進行で昨日のゴルフ大会の結果発表と記念品の授与。弁護士の

皆様の紹介と挨拶後、卒業アルバムから各期の思い出の写真がスクリーンに写

し出されますと、まさに青春プレイバックでした。懐かしい写真に皆さん、ご

自分の姿を探し出し歓声があがりました。又、チューリップも 50 周年記念コ

ンサートを７月に福岡で開催とのことでコンサートチラシを投影、克心会メン

バーに参加を呼びかけ、コンサートに足を運ぶことにしました。共に 50 周年

を覚えお祝いしたいものです。 

 式典もクライマックスを向かえ校歌斉唱後、大塚さんの恒例の博多一本締

め、松岡会計監査の挨拶でお開きとなりました。皆さん、堤先生や友人との写

真撮影、談笑を楽しんでおられました。 



 今回の記念式典には堤先生からの多額のご寄附とゴルフコンペの景品提供、

橋富会長からの記念ボールペンの提供、松岡さんからの差し入れ等克心会愛が

ぎっしり詰まった意義深い式典でした。なお、2019年の総会時に報告しました

が、企画運営については、大塚さん中野さんにも支援いただき、娯楽性のある

楽しんでいただく内容に努め増員を図ることができました。時間や行事の関係

で参加者の交流の時間が短く、失礼しました。記念誌は 2020年３月末を目指

してましたが、総会が延期になったことも影響し 2022年の記念行事も盛込で

発行することになりました。 

 兎に角、堤克彦先生あっての克心会です。先生がいつまでもいつまでもお元

気で過ごされることを切に祈ります。先生から挨拶の中で「あと何回くらいで

きるかわからないけれど、あと何回かは開催できそうだね。皆さんも元気で活

躍ください。」とお言葉をいただきました。 

 今後も従来の総会・懇親会を継続して開催することを役員は実感いたしまし

た。先生のお体も考慮してお住まいの大宰府に集うことも検討してまいりま

す。 

 さて、次回の総会・懇親会は 2022年度内に開催予定です。今後は通信費用

の節約のためにもメール等を活用します。皆さんのアドレスを事務局の安藤ま

でご連絡ください。また、今回の記念式典報告をはじめ今後の開催情報は大学

同窓会のホームページもご覧ください。又、本行事には総務課、入試課、広

報・校友課、学院史資料センター等の事務局にもご協力いただきました。厚く

御礼申しあげます。 

 堤克彦先生の素敵な笑顔や克彦節を味あうため、再会を願いながら、各自が

置かれた場所で社会貢献や自己実現に努めましょう。克心スピリットで力強く

前進して参りましょう。克心会の一同・関係者に祝福あれ！ 

 記念親睦ゴルフと記念式典の集合写真を添付します。 

                         文責：77期：安藤公正 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


